
 

 

 

 

 

 

夏 休 みを有 意義 に ！  

 

　 も う す ぐ 、 夏 休 み と な り ま す 。 夏 休 み に は 、 い ろ い ろ な 意 義 が あ り ま す 。 そ の な か
で 、 １ つ 挙 げ る と す れ ば 、 学 校 や 教 室 内 の 学 習 と は 違 う 体 験 活 動 が で き る と い う こ
と で は な い で し ょ う か 。 体 験 な ど を 通 し て 、 自 分 の 生 き 方 を 考 え た り 、 将 来 の 社 会
的 自立 ・職 業的 自立の 基礎 となる 様々な 力が 身に付 ける チャンスで す。  

　 ３年 生は 、夏休み に行 われ る「高校 説明会 」や「オープン スク  

ー ル」に目 的意識 をもっ て参 加し、高校 進学 への 意識 を高 めて  

ほ し い と 思 い ま す 。 夏 休 み 中 に 第 １ 志 望 の 高 校 を 決 め 、 志 望 校
合 格を目 指して 努力 しまし ょう。  

　 ２ 年 生 は 、 夏 休 み 期 間 中 に 「 宿 泊 学 習 の 班 別 活 動 計 画 表 作
成 、職 場 体 験 活動 計 画 」が 予 定 され て いま す。準 備 を し っ かり し
て 意 欲 的 に 取 り 組 め る よ う に し ま し ょ う 。 ま た 、 9月 に は 新 人 戦
が 控え ています。先を 見通して 部活動 も頑張 りましょう 。  

　 １ 年 生 は 、 中 学 校 に 入 っ て 初 め て の 夏 休 み で す 。 夏 休 み 期 間
中 に は 「 働 く 人 か ら 学 ぶ 会 」 が 予 定 さ れ て い ま す 。 自 分 の 将 来
を 考 え る 時 間 を 作 る と と も に 、 夏 休 み の 課 題 に も 前 向 き に 取 り
組 みましょう。  

　 また 、 ど の 学 年 の 生 徒 も 家 族 の 一 員 と し て の 自 覚 を 高 め 、積 極 的 に家 事 分 担 に 参 加 する 意 識
を もって ほしいと思います。  

 

他にも…  

 ○ 　 地 域 の 清 掃 作 業 、 ゴ ミ の 分 別 作 業 、 等 の 活 動 に 参 加 す る 。 　  

   　  

 ○   家 の 人 や 親 戚 の 人 の 職 場 を 見 学 し た り 、 仕 事 の 話 を 聞 い た り
   する 。  

　 　 　 　 　 　 　 　  

　 　 　 　 　 　 　 体 験 活 動 に挑 戦 す る ことで 、「 自 分 らし い 生 き方 」 や 「 学 ぶ 目 的 」 が見 つ  

　 　 　 　 　 　 　  か り 、学 校 生 活 が より 充 実 す る こと を願 っ てい ま す 。　  

 

計 画 を 立 て て 取 り 組 む 力 を 育 て よ う ！               
                         

 

　 充 実 し た 夏 休 み に す る た め に は 、 規 則 正 し い 生 活 が 不 可 欠 で す 。 起 床 時 刻 と 就 寝 時 刻 を 決
め 、 １ 日 の 大 ま か な 過 ご し 方 を 計 画 す る と よ い で し ょ う 。 毎 日 、 学 習 す る 時 間 を 決 め 部 活 動 が あ
る 日、１日自 由に使 える 日と何パター ンか計 画して おくとよいでしょう。  

 ◆計 画を立 てる ポイ ント◆  

 ①起 床や就寝 の時 刻を 守り、生活 のリズムを崩さな い。  

 ②集 中しやすい時間に 勉強する 。  

 ③学 校への提 出課題 は、早めに取 りかかる 。  

 ④部 活動が ない日 や部活動 を引 退した ３年生は 散歩 や  

 　 軽 い運 動をし て、気分 転換 を上手 に図る 。  

 ⑤気 分転換 のた めに も、趣 味や家 の仕 事の 時間もとる 。

　ひたちなか市立勝田第二中学校  

　進路だより　　　第４号  

　令和６年７月１日（月）発行

 

 

 

 

 



 


